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令
和
八
年
　例
大
祭

例
　
　
　
祭

八
月
十
四
日
　
午
前
十
一
時
斎
行

　
例
祭
は
一
年
間
で
最
も
大
切
な
神
事
で
、
各
神
社
の
ゆ
か
り
あ
る
日
に
執
り
行
わ

れ
ま
す
。
富
岡
八
幡
宮
で
は
毎
年
八
月
十
五
日
（
本
年
は
十
四
日
）
に
行
わ
れ
、
皇

室
国
家
の
隆
昌
と
世
界
の
平
安
、
氏
子
崇
敬
者
の
繁
栄
を
祈
願
し
ま
す
。
期
間
中
最

も
中
心
と
な
る
行
事
で
、
こ
の
例
祭
を
祝
し
て
様
々
な
神
事
・
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

神
幸
祭
（
鳳
輦
渡
御
）

八
月
十
五
日
　
午
前
八
時
御
発
輦

　
神
幸
祭
は
八
幡
宮
の
神
様
が
お
乗
り
に
な
っ
た
御
鳳
輦
が
、
お
供
す
る
神
職
総
代

崇
敬
会
役
員
を
乗
せ
た
装
飾
自
動
車
の
列
と
と
も
に
お
出
ま
し
に
な
り
、
氏
子
各
町

の
お
出
迎
え
を
受
け
る
神
事
で
す
。
鳳
輦
は
昭
和
五
年
に
謹
製
さ
れ
た
も
の
で
、
戦

災
を
免
れ
た
希
少
な
輿
車
で
す
。
神
様
が
各
町
を
く
ま
な
く
巡
る
事
で
、
御
神
徳
を

よ
り
身
近
に
お
授
け
下
さ
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
す
。

各
町
神
輿
連
合
渡
御

八
月
十
六
日
　
午
前
七
時
半
先
頭
出
発

　
前
日
に
行
わ
れ
た
神
幸
祭
に
感
謝
し
て
各
町
の
大
人
神
輿
五
十
四
基
が
勢
揃
い
し

て
渡
御
し
ま
す
。「
わ
っ
し
ょ
い
・
わ
っ
し
ょ
い
」
の
伝
統
的
な
掛
け
声
と
「
水
か

け
祭
り
」
と
別
称
さ
れ
る
よ
う
に
沿
道
の
人
々
か
ら
は
清
め
の
水
が
勢
い
よ
く
浴
び

せ
ら
れ
、
担
ぎ
手
と
観
衆
が
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
す
。
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献花　江東区茶華道会献句　秉燭会
奉納剣道大会　江東区剣道連盟    9月13日開催

献花　江東区茶華道会

８月12日 ㊌
9：0 0

歌謡　彩青
例祭前々日祭

1 5：0 0

太鼓　富岡八幡宮太鼓の宴1 6：3 0

令和８年

行 事 日 程

８月13日 ㊍
　　9：0 0 例祭前日祭（崇敬会参拝）

　1 7：0 0 能舞台　深川能舞台
　1 9：0 0 おどり　細川民族舞踊研究会

８月15日 ㊏

神幸祭（鳳輦渡御）御着輦1 6：1 5

1 5：1 5 ジャズ演奏　ザ・ドリーム・スクエア・ジャズ・オーケストラ
8：0 0 神幸祭（鳳輦渡御）御発輦

８月16日 ㊐
7：3 0 神輿連合渡御
1 3：3 0 歌謡　山西アカリ
1 4：3 0 歌謡　山内惠介 
1 6：0 0 少林寺拳法　深川道院

神楽　石見神楽1 8：0 0

太鼓　深川祭人1 7：3 0

太鼓　葵太鼓1 9：1 5

８月14日 ㊎

1 8：0 0 琴演奏　山木千賀

1 8：0 0 お茶会　江東区茶華道会

1 5：0 0 琴・三味線演奏　生田流牡丹会
1 1：0 0 例祭祭典

2 0：0 0 ガムラン演奏と舞踊　深川バロン倶楽部

　1 5：3 0 歌謡　りんともシスターズ 

富岡八幡宮例大祭



小
　名
　木
　川

扇
橋
一
丁
目

扇
橋
一
丁
目

清
澄
一
丁
目
清
澄
二
丁
目

白
河
一
丁
目

白
河
一
丁
目

白
河
二
丁
目

白
河
二
丁
目

白
河
三
丁
目

白
河
三
丁
目

白
河
四
丁
目

白
河
四
丁
目

清
洲
橋
通
り

清
洲
橋

大 　 横 　 川

千
石
三
丁
目

千
石
二
丁
目

千
石
一
丁
目

東
陽
一
丁
目

東
陽
二
丁
目

東
陽
三
丁
目

東
陽
五
丁
目

東
陽
六
丁
目

東
陽
七
丁
目

東
陽
四
丁
目

南
砂
二
丁
目

葛
西
橋
通
り

木
場
公
園

平
野
三
丁
目
平
野
四
丁
目

三
好
三
丁
目

三
好
四
丁
目

清
澄
公
園

清
澄
庭
園

清
澄
三
丁
目

平
野
一
丁
目

平
野
二
丁
目

三
好
二
丁
目

三
好
一
丁
目

日
本
橋
箱
崎
町

佐
賀
二
丁
目

隅
田
川
大
橋

福
住
二
丁
目 深
川
一
丁
目

新
川
一
丁
目

佐
賀
一
丁
目

福
住
一
丁
目

深
川
二
丁
目

葛
西
橋
通
り

永
代
橋

木
場
二
丁
目

木
場
三
丁
目

木
場
四
丁
目

木
場
公
園

永
代
通
り

木
場
五
丁
目

富
岡
一
丁
目

富
岡
二
丁
目

富
岡
八
幡
宮

富
岡
八
幡
宮

永
代
二
丁
目

永
代
一
丁
目

新
川
二
丁
目

門
前
仲
町
一
丁
目

門
前
仲
町
二
丁
目

隅
　田
　川

越
中
島
一
丁
目

佃
二
丁
目

佃
一
丁
目中 央 大
橋

JR
　
京
　
葉
　
線

門
前
仲
町
駅

越
中
島
駅

越
中
島
三
丁
目

古
石
場
三
丁
目

古
石
場
二
丁
目

古
石
場
一
丁
目

牡
丹
三
丁
目

牡
丹
二
丁
目

牡
丹
一
丁
目

越
中
島
二
丁
目

東
京
海
洋
大
学

木
場
一
丁
目
木
場
六
丁
目

汐
浜
運
河

江
　
　
　
東
　
　
　
区

潮
見
一
丁
目

豊
洲
四
丁
目

豊
洲
三
丁
目

豊
洲
二
丁
目

豊
洲
五
丁
目

辰
巳
一
丁
目

豊
洲
六
丁
目

豊
洲
一
丁
目

豊
洲
橋

豊
洲
貯
木
場

枝
川
一
丁
目

朝
凪
橋

枝
川
二
丁
目

塩
浜
二
丁
目

塩
浜
一
丁
目

枝
川
三
丁
目

豊

　洲

　運

　河
汐
見
運
河

首

都

高

速
九
号
深
川
線

東
雲
一
丁
目

中
　
　
央
　
　
区

春
海
橋

春
海
大
橋

月
島
一
丁
目

晴
海
一
丁
目 晴
海
二
丁
目

晴
海
三
丁
目

晴
海
四
丁
目

月
島
二
丁
目

月
島
四
丁
目

月
島
三
丁
目

勝
ど
き
二
丁
目

お
台
場
海
浜
公
園

港
　
　
区

江
　
東
　
区

青
海
一
丁
目

青
海
二
丁
目

有
明
三
丁
目

有
明
四
丁
目

東
雲
二
丁
目

東
雲
一
丁
目

辰
巳
一
丁
目

辰
巳
二
丁
目

辰
巳
三
丁
目

新
木
場
一
丁
目

新
木
場
二
丁
目

夢
の
島
公
園

東
　
京
　
港

東
　
　
京
　
　
湾

有
明
二
丁
目

有
明
一
丁
目

台
場
一
丁
目

有
明
テ
ニ
ス
の
森
公
園

令
和
８
年
８
月
15
日（
土
）
富
岡
八
幡
宮
神
幸
祭
鳳
輦
渡
御
順
路

鳳
輦
渡
御
予
定
時
刻

神
社
御
発
輦
　
　
　
　
午
前
　8
：
00

神
社
御
着
輦
　
　
　
　
午
後
　4
：
15

お
　
神
　
酒
　
所
　
印

神
楽
舞
奉
奏
時
間
　
印
①
～
⑬

①
豊
洲
４
丁
目
　
　
　午
前
　8
：
30

②
台
　
　
　
場
　
　
　午
前
　9
：
05

③
有
　
　
　
明
　
　
　午
前
　9
：
20

④
牡
丹
２
・
３
丁
目
　
午
前
10
：
30

⑤
東
陽
１
丁
目
　
　
　午
前
11
：
20

⑥
石
　
　
　
島
　
　
　午
前
11
：
50

⑦
富
岡
１
丁
目
　
　
　午
後
12
：
20

⑧
福
住
１
丁
目
　
　
　午
後
　2
：
10

⑨
三
好
・白
河
１
丁
目
　
午
後
　2
：
25

⑩
白
河
３
丁
目
　
　
　午
後
　2
：
35

⑪
清
澄
２
丁
目
　
　
　午
後
　3
：
05

⑫
箱
　
崎
　
町
　
　
　午
後
　3
：
25

⑬
新
川
２
丁
目
　
　
　午
後
　3
：
45

鳳
輦
祭
・
昼
休
憩
　
　
午
前
12
：
20

（
富
岡
八
幡
宮
）
　
　
　～
午
後
　1
：
45

「
測
量
法
に
基
づ
く
国
土
地
理
院
長
承
認（
使
用
）R
7J
H
s2
41
-G
IS
M
AP
61
90
4号
」

②

③

①

A
M
9：
05

A
M
9：
20

へ
続
く

へ
続
く

へ
続
く

へ
続
く

A
M
8：
30

P
M
3：
45

P
M
3：
25

P
M
2：
35

P
M
2：
25

A
M
11
：
20

⑤

④

⑧

⑨

⑫

⑬

⑥
⑩

⑪

⑦

A
M
12
：
20

A
M
12
：
20

A
M
10
：
30

A
M
11
：5
0

P
M
3：
05

P
M
2：
10

神
職
・
太
鼓
・
猿
田
彦

パ
ト
カ
ー

前
駆
車

神
  
職

用
具
車

賽
物
受
車

総
代
・
崇
敬
会
役
員

舞
  
姫

御
鳳
輦

賽
物
受
車

神
職
・
太
鼓
・
猿
田
彦

パ
ト
カ
ー

前
駆
車進
行
方
向

神
  
職

用
具
車

賽
物
受
車

総
代
・
崇
敬
会
役
員

舞
  
姫

御
鳳
輦

賽
物
受
車



京葉線
越中島駅

地下鉄東西線
木場駅

地下鉄東西線
地下鉄日比谷線
茅場町駅

地下鉄東西線
地下鉄大江戸線
門前仲町駅

東京都
現代美術館

木場公園

石島

扇橋

福寿橋
海辺橋

木更木橋

仙台堀川

木場公園

沢海橋

汐見橋

亀島橋

清洲橋

永代橋

福島橋

日本橋川

新川
一丁目

深川
二丁目

佐賀
一丁目

木場
三丁目

新川二丁目

牡丹二丁目

清澄二丁目

三好三丁目

箱崎
I.C

日本橋箱崎町

万年橋
小名木川

深川江戸資料館

高橋

湊橋

新亀島橋

黒船橋

出口3
出口6

出口5

出口4

出口1

出口1出口3

出口4 出口2

出口2

清澄庭園
清澄公園

大
門
通
り

三
ツ
目
通
り

清
澄
通
り

隅
田

川 大
横
川

東
陽
六
丁
目

平
久
川

大
島
川
西
支
川

永代通り

富岡
八幡宮

清洲橋通り

葛西橋通り

首都高速9号深川線

文

初
番
　宮
　
元

一
番
　佐
賀
町

二
番
　富
岡
二

三
番
　永
代
二
南

五
番
　永
代
一

十
一
番
　扇
　
橋

十
二
番
　石
　
島

十
三
番
　東
陽
五

十
四
番
　東
陽
一

十
五
番
　東
陽
二

二
十
一
番

　白
河
一

二
十
二
番

　白
河
二

二
十
三
番

　白
河
三

二
十
四
番

　平
野
一

二
十
五
番

　平
野
二

三
十
一
番

　新
川
一
北

三
十
二
番

　新
川
越
一

三
十
三
番

　新
川
一
南

三
十
四
番

　新
川
一
西

三
十
五
番

　新
川
霊
一

四
十
一
番

　古
石
場
二

四
十
三
番

　琴
　
平

四
十
四
番

　牡
丹
二
三

四
十
五
番

　牡
丹
一

四
十
六
番

　深
川
二
南

五
十
二
番

　下
木
塲

五
十
三
番

　枝
　
川

五
十
四
番

　豊
　
洲

五
十
五
番

　深
　
濵

早
朝
よ
り
各
町
の
神
輿
五
十
四
基
が

永
代
通
り
に
集
結
。「
ド
ン
ド
ン
」

出
発
の
花
火
が
鳴
り
響
く
と
、
い
よ

い
よ
連
合
渡
御
の
始
ま
り
。

❶こ
こ
で
三
十
分
の
休
憩
に
入
り
ま

す
。
お
に
ぎ
り
や
飲
物
を
用
意
し
た

給
与
班
が
大
活
躍
。
狭
い
通
り
は
熱

気
で
ム
ン
ム
ン
。

❸清
澄
通
り
か
ら
清
洲
橋
通
り
へ
、
清

澄
交
差
点
で
は
差
し
上
げ
、
舞
い
上

げ
と
い
っ
た
技
が
み
ら
れ
ま
す
。
清

洲
橋
を
差
し
て
渡
る
神
輿
も
見
も

の
。 ❹ 木

場
か
ら
大
門
通
り
を
北
へ
、
各
町

内
の
御
神
酒
所
前
は
よ
り
一
層
盛
り

上
が
り
ま
す

❷

❷永代通り〜大門通り
　先　8：00
　尾　9：30

❸江戸資料館通り
　先　 9：00
　尾　10：30

❹清洲橋通り
　先　9：30

❶八幡宮前出発
　先　7：30
　尾　9：00
❽八幡宮前到着
　先　13：00
　尾　15：30

◀◀◀◀

六
番
　福
　
住

七
番
　永
代
二
北

八
番
　仲
町
一

九
番
　仲
町
二

十
番
　千
石
一

十
六
番
　東
陽
三

十
七
番
　東
陽
四

十
八
番
　三
好
一

十
九
番
　三
好
二

二
十
番
　三
好
三
四

二
十
六
番

　平
野
三

二
十
七
番

　清
澄
一

二
十
八
番

　清
澄
二

二
十
九
番

　清
澄
三

三
十
番
　新
川
一
東

三
十
六
番

　箱
　
崎

三
十
七
番

　新
川
越
二

三
十
八
番

　古
石
場
西

三
十
九
番

　古
石
場
東

四
十
番
　越
中
島

四
十
七
番

　深
川
二
北

四
十
八
番

　冬
　
木

四
十
九
番

　中
木
場

五
十
番
　深
川
一

五
十
一
番

　木
場
五

神輿連合渡御順路図
令和8年8月16日（日）

❺新川（昼食）
　先　10：30
　尾　12：00

❻新川出発
　　12：00

❼永代通り

約
八
キ
ロ
の
渡
御
を
終
え
、
八
幡
宮

前
に
到
着
。
最
後
の
手
締
め
で
、
三

年
に
一
度
の
連
合
渡
御
は
大
き
な
余

韻
を
残
し
つ
つ
お
開
き
に
な
り
ま

す
。 ❽ 祭

り
は
い
よ
い
よ
最
高
潮
。
永
代
橋

を
過
ぎ
最
初
の
見
せ
場
は
佐
賀
町
名

物
の
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
の
豪
快
な
水
掛

け
。
永
代
出
張
所
前
で
は
消
防
団
よ

る
滝
の
よ
う
な
放
水
。
不
動
堂
前
で

は
宮
元
の
ト
ラ
ッ
ク
水
掛
け
が
待
ち

受
け
て
い
ま
す
。

❼

◀ ◀

昼
食
を
終
え
て
出
発
で
す
。
こ
こ
か

ら
は
木
遣
り
、
手
古
舞
が
つ
き
神
輿

渡
御
を
先
導
し
ま
す
。
永
代
橋
は
午

後
最
初
の
見
ど
こ
ろ
で
す
。

❻ 午
後
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
へ
向
け
て

腹
ご
し
ら
え
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
担

ぎ
手
達
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

❺

◀

●●●●●●　休憩所
▷▷▷▷▷▷　神輿集合場所
※なお、当日は神輿の渡御により交通規制が敷かれま
すのでご注意ください。

※時刻は前後することがありますのでご注意ください。
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仮殿遷座祭斎行
―御鎮座 ４００ 年記念事業に伴い客殿内仮神殿へ遷座―

　
去
る
五
月
二
十
六
日
午
後
七
時
よ
り
仮
殿
遷
座
祭
が
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
遷
座
は
、
富
岡
八
幡
宮
御
鎮
座
四
百
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
御

本
殿
改
修
工
事
に
伴
う
も
の
で
、
御
祭
神
に
は
新
た
に
調
え
ら
れ
た
客
殿
内
の
仮
神
殿
へ
無
事
に

お
遷
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
約
一
年
間
、
祭
典
・
ご
祈
祷
・
ご
参
拝
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
客
殿
に
て
執
り
行
わ
れ

ま
す
。
そ
し
て
期
間
中
、御
本
殿
で
は
屋
根
の
葺
き
替
え
工
事
な
ら
び
に
耐
震
工
事
等
が
進
め
ら
れ
、

来
た
る
令
和
九
年
に
は
装
い
も
新
た
に
な
っ
た
御
本
殿
へ
御
祭
神
を
再
び
お
迎
え
申
し
上
げ
、
皆

様
と
共
に
御
鎮
座
四
百
年
大
祭
を
盛
大
に
斎
行
致
し
た
く
存
じ
ま
す
。

５月２６日（火）午後７時
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金
一
封

株
式
会
社
安
藤
・
間

伍
百
萬
円

児
玉
工
業
株
式
会
社

�

　
代
表
取
締
役
　
児
玉
昇

壱
百
弐
拾
萬
円

宇
佐
美
芳
衛

壱
百
萬
円

熱
海
　
來
宮
神
社

�

　
宮
司
　
雨
宮
盛
克

株
式
会
社
伊
坂
商
事

�

　
代
表
取
締
役
　
伊
坂
晃
太
郎

株
式
会
社
佐
藤
秀

　
代
表
取
締
役
社
長

�

　
植
木
宣
一
郎
　

菅
野
秀
雄

吉
田
建
材
㈱

�

　
取
締
役
社
長
　
吉
田
博

吉
田
博

渡
辺
哲
三

伍
拾
萬
円

清
水
信
純

（
宗
）
松
林
院
　
清
水
信
純

三
ツ
木
新
吉

参
拾
萬
円

宇
佐
美
造
林
株
式
会
社

�

　
代
表
取
締
役
　
宇
佐
美
衛

学
校
法
人

　�

ケ
イ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ク
ー
ル

�

　
理
事
長
　
小
牧
孝
子

新
川
一
丁
目
西
町
会

�

　
会
長
　
坂
田
光
司

弐
拾
萬
円

大
星
岡
村
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
社
長
　
岡
村
拓
演

新
川
一
丁
目
西
町
会

�

　
相
談
役
　
希
代
章

向
井
眞
幸

山
﨑
茂
樹

壱
拾
伍
萬
円

永
井
板
金
工
業
株
式
会
社

�

　
代
表
取
締
役
　
永
井
俊
久

行
方
昭
治
郎

壱
拾
参
萬
円

六
和
会
　
平
野
二
丁
目

�

　
海
老
原
雅
巳

六
和
会
　
平
野
二
丁
目

�

　
大
塚
利
夫

壱
拾
萬
円

櫻
山
ジ
ェ
ム
ア
カ
デ
ミ
ー

�
　
代
表
　
渡
邉
和
子

株
式
会
社
セ
キ
ュ
ア
シ
ス
テ
ム
ズ

�

　
津
吹
克

株
式
会
社
千
代
田

富
岡
八
幡
宮
神
輿
総
代
連
合
会

�

　
第
六
部
　
山
鹿
寿
信

深
川
神
明
宮

�

　
名
誉
宮
司
　
内
野
成
浩

深
川
神
明
宮

�

　
宮
司
　
佐
和
橋
義
之

府
川
芳
枝

明
祥
株
式
会
社
　
小
森
洋
一

茂
出
木
重
人

六
和
会
　
平
野
二
丁
目

�

　
秋
山
郁
雄

六
和
会
　
平
野
二
丁
目

�

　
阿
部
智
里

六
和
会
　
平
野
二
丁
目

�

　
垣
内
幸
史

六
和
会
　
平
野
二
丁
目

�

　
佐
藤
康
雄

六
和
会
　
平
野
二
丁
目

�

　
皆
川
義
則

株
式
会
社
六
甲

　
代
表
取
締
役
社
長
　
今
井
明
彦

山
本
千
江
子

七
萬
伍
阡
円

櫻
井
功

藤
井
康
誠

御
鎮
座
四
百
年
記
念
事
業
奉
賛
者
芳
名

（
令
和
八
年
三
月
一
日
よ
り
令
和
八
年
五
月
三
十
一
日
　
受
付
分
）
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七
萬
円

西
村
充

伍
萬
円

㈱
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ

　
代
表
取
締
役
社
長
　
佐
藤
周

唐
鎌
昌
枝

小
林
和
記

正
覚
院�

安
孫
子
虔
悦

㈲
タ
カ
ノ
ド
ト
ー
ル

�

　
代
表
取
締
役
　
高
野
泰
治

田
島
雅
之

長
専
院

株
式
会
社
長
谷
木

　�

代
表
取
締
役
　
吉
井
信
幸

深
澤
弘
明

村
松
義
康

株
式
会
社
ユ
カ
江
東
支
店

�

　
支
店
長
　
鈴
木
勝
博

ヨ
ッ
シ
ー
ズ
茅
場
町
　

四
萬
円

國
安
正
昭

参
萬
円

有
限
会
社
か
ね
ゑ
越
前
屋

�

　
代
表
取
締
役
　
藤
井
康
誠

㈱
三
恵

�

　
代
表
取
締
役
　
伊
東
衣
代

曽
我
厚
太
朗

冬
木
　
亀
久
稲
荷

マ
ル
ジ
ン
歯
科�

　
上
野
稔
夫

宮
丸
直
子

横
田
雅
子

弐
萬
円

清
澄
三
丁
目
南
町
会
　
武
中
俊
明

壱
萬
円

安
孫
子
虔
悦

安
孫
子
稔
章

熊
本
孝
子

㈱
シ
ゴ
ト
ヒ
ト

島
元
興
造

清
水
玄
雄

西
村
亮

細
川
民
族
舞
踊
研
究
会

�

　
細
川
千
穂

前
田
正
広

正
本
光
生

山
本
光
子

伍
阡
円

会
田
博

赤
城
幸
雄

東
縁
利

ア
ト
リ
エ
・
べ
べ�

水
野
エ
イ
ジ

阿
部
実

飯
田
英
裕

五
十
嵐
恵
美

稲
貴
司

上
田
和
之

牛
田
旨
保

片
上
大
宙

勝
村
良
一

金
子
志
乃

河
瀬
啓
志

河
瀬
ゆ
り
子

日
下
部
晃

郷
原
寛

古
賀
奈
津
美

小
串
浩
美

後
藤
真
法

櫻
井
眞
季

清
水
邦
彦

清
水
俊
宏

清
水
蘭
子

菅
原
正
義

曽
我
辺
美
保
子

髙
橋
こ
ず
恵

中
央
新
川
郵
便
局

中
央
新
川
郵
便
局

�

　
局
長
　
片
桐
美
則

天
間
崇
文

中
村
訓
康

西
村
寛
和

榛
原
𠮷
江

羽
成
フ
ジ
子

土
方
弘
克

土
方
安
幸

平
田
実
子

藤
井
裕
之

細
田
昌
久

水
野
明
彦

柳
川
浩
昭

渡
邉
君
子

わ
た
な
べ
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

�

渡
辺
広
昭

渡
辺
由
華
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<予定演目 >神降ろし、塵輪、岩見重太郎、恵比須、大蛇
富岡八幡宮公演 8月15日　午後6時より9時

　島根県浜田市の伝統芸能石見神楽。
　日本神話を題材に豪華絢爛な衣装をまとった舞人が軽快
なお囃子と共に躍動感あふれる舞を披露します。
　このたび本場浜田市の今市神楽社中・重富神楽社中をお
迎えし、昨年に引き続き３時間に亘る上演が決定しました。

9
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◉一口　金５，０００円
　御奉賛頂いた全ての方の御芳名を台帳に記載し御神前に奉告いたします。
　奉納頂いた方にはやむをえず伐採した境内樹木で奉製した記念品をお渡しいたします。

申し込み方法
◉氏子各町でのお申込み　氏子各町の皆様は各町で行う募金にご応募ください
◉八幡宮社務所でのお申込み
　ご来社頂き、所定の申込用紙にご記入ください。（午前９時より午後５時まで）
◉現金書留でのお申込み
　現金書留にて下記までお送りください。なお必ずご協賛頂ける口数・ご住所・お名前・
　電話番号を明記した紙を同封願います。

〒135–0047　東京都江東区富岡１丁目20番３号　富岡八幡宮
◉銀行振り込みご希望の方は神社までお問い合わせください。
　申込み期限　令和９年12月末まで

４００年記念事業
ご奉賛のお願い

◆銅板ご奉納のお願い　初穂料1枚　３,０００円
　御社殿お屋根の葺き替え工事の銅板奉納を受け付けております。
　裏面に皆様のお名前・お願いごとをご記入いただけます
　社務所にて受付いたします。
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写
真
で
振
り
返
る

　八
幡
祭
り
の
歩み

御本社神輿の渡御と町神輿の連合渡御が行われました。町神
輿は大神輿42基、小神輿12基、獅子 3基、花車 5本が出され、
それまで山車中心だった江戸の祭りが町神輿中心へ転換する
きっかけを築きました。

明治42年

参
道
に
は
御
本
社
神
輿
の
御
仮
屋

各町の山車の番付

３基の御本社神輿

江戸時代は３基の御本社神輿と町々の山車を中心とした渡御が
行われていました。

江戸時代
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関東大震災で焼失した御本社神輿
に代わって御鳳輦が新調され、御
鳳輦の渡御と町神輿の連合渡御と
いう現在の形が整いました。

大人神輿総勢50基、50万人の人出
で賑わいました。

8月12日に天皇皇后両陛下（現在の上皇上皇后両陛下）ご参拝、東京大空襲被災
者とご懇談の後、連合渡御をご覧になられました。東日本大震災復興を掲げて
行われ岩手県平泉市の神輿を含む55基の町神輿が渡御しました。

昭和 5年

昭和55年

平成24年

こ
の
年
御
社
殿
が
復
興

日
本
一
の
深
濱
神
輿

新
調
さ
れ
た
御
鳳
輦

左
手
に
富
士
塚
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七五三のお子様、そしてご家族の皆様、本当におめでとうございます !
お子様のつつがない成長は、ご家族の何よりの喜びですよね。

そうした成長も、神様のお守りがあればこそです。
ぜひご家族おそろいでお詣りください !

衣装

着付

祈祷

写真

東衣装店にてご予約
承ります。衣装は
当日神社にご用意
いたします

神社にてご予約承り
ます。当日は会館内
にて着付します
ご家族もどうぞ

御本殿にてお子様の
氏名を読み上げます
当日申込を承ります
初穂料 5,000円〜

神社会館内にて
撮影いたします
予約承ります※

祝 七五三

各種金額等詳細はホームページにて !
衣装・着付けはお早めにご予約ください

※御社殿改修中のため境内は通常の景観と異なりますのでご注意ください

Q

　お詣
り
は

　
　いつ
す
れ
ば
い
い
の
?

A
か
つ
て
は
十
一
月
十
五
日
に
お
詣
り
し
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
は
そ
の
近
辺
の
、
皆
さ
ん

が
都
合
の
い
い
日
を
選
ん
で
来
ら
れ
る
方
が

多
い
で
す
よ
。

Q

　着物
を
着
な
い
と

　
　
　
　い
け
な
い
の
?

A
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
神
様
に
お
詣

り
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
服
装
で
あ
れ
ば
、

洋
服
で
も
大
丈
夫
で
す
よ
。
一
生
に
一
度
の

お
祝
い
で
す
、
お
め
か
し
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
?

Q

　数え
年
っ
て
?

A
そ
の
年
の
満
年
齢
に
一
歳
加
え
た
年
齢
を
数

え
年
と
い
い
ま
す
。
元
来
は
数
え
年
で
お
祝

い
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
満
年
齢
で
も
構
い

ま
せ
ん
。

神代巫女
かみしろ

の

七五三
QA&
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崇敬会のご案内
　
鎌
倉
時
代
に
制
定
さ
れ
た
日
本
初
の
武ぶ

家け

法ほ
う

で
あ

り
、
武
士
だ
け
で
な
く
庶
民
に
も
強
い
影
響
を
与
え

た
御ご

成せ
い

敗ば
い

式し
き

目も
く

。
そ
の
第
一
条
に
記
さ
れ
た
の
が
、

右
の
言
葉
で
す
。

　
神
様
は
人
間
の
尊
び
敬
う
心
に
よ
っ
て
そ
の
お
力

を
増
し
、
ま
た
人
間
は
神
様
の
お
力
を
い
た
だ
い
て

運
を
開
く
。

　
古
代
か
ら
の
日
本
人
の
信
仰
心
を
端
的
に
表
し
た

こ
の
言
葉
。
神
様
と
人
と
は
一
方
通
行
で
は
な
い
、

お
互
い
が
お
互
い
を
高
め
あ
う
存
在
で
あ
る
と
い
う

思
い
。

　
そ
の
思
い
を
か
た
ち
に
し
た
の
が
、崇
敬
会
で
す
。

　
当
富
岡
八
幡
宮
崇
敬
会
は
、
八
幡
様
の
御
神
徳
を

よ
り
一
層
仰
ぎ
、
自
身
だ
け
で
な
く
世
界
中
の
人
々

と
と
も
に
幸
福
で
あ
り
た
い
と
い
う
人
々
に
よ
り
、

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
ど
う
ぞ
ご
入
会
い
た
だ
き
、
八
幡
様
と
と
も
に

日
々
の
生
活
を
ま
す
ま
す
充
実
し
た
も
の
と
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

神
は
人
の
敬
に
よ
り
て
威
を
増
し

　
人
は
神
の
徳
に
よ
り
て
運
を
添
ふ

出版物を贈呈いたします

祭典諸行事のご案内をいたします

毎朝、皆様のご安泰を祈念いたします

会員特典

会員種別

• お名前を崇敬者台帳に記入し、
毎朝の祭典にて家内（社内）安全・
家業（社業）繁栄を祈願いたし
ます。

• 崇敬会特別祈願神札を毎年授与
いたします。

• 祭典・諸行事のご案内をいたし
ます。

• 八月の例祭期間に行われる崇敬
会員のみの特別参拝のご案内を
いたします。

• 社報「富ヶ岡」・「八幡ごよみ」
などの出版物を贈呈いたします。

• 名誉会員は本会評議員に委嘱い
たします。

• 法人会員のうち名誉会員・特別会
員の皆様には正月団体祈祷予約
案内を早期発送いたします。

• 婚儀殿を使用できます。

以下のいずれかにご入会いただき
ます。
　正　会　員　年会費　    3,000 円
　維持会員　年会費　    5,000 円
　賛助会員　年会費　  10,000 円
　特別会員　年会費　  50,000 円
　名誉会員　年会費 100,000 円
　なお、賛助会員以上は法人でも
ご入会いただけます。

お問合せ・お申し込みは、社務所まで☎ 03（3642）1315

崇
敬
会
旅
行
案
内

　
当
崇
敬
会
で
は
年
に
一
度

会
員
並
び
に
崇
敬
者
の
皆
様

と
共
に
、
主
に
関
東
近
郊
の

由
緒
あ
る
社
寺
・
祭
礼
を
訪

れ
る
崇
敬
会
旅
行
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

令和 7年
北海道神宮と旭川神社参拝

令和６年
高野山と伊勢神宮参拝



15

と み が お か NO.121 令和 8年 7月発行

14

と み が お かNO.121令和 8年 7月発行

夏休みの自由研究
神社のことなら

八幡様に聞きに来てね
神主さんが教えて
くれますよ

富
ヶ
岡

ご
よ
み

行
事

７
月

１
　
月
次
祭
（
縁
日
）

　
　

１５
　
月
次
祭
（
縁
日
）

２８
　
月
次
祭
（
縁
日
）

　
　
末
社
・
富
士
浅
間
神
社
例
祭

富
士
山
の
女
神
・
木
花
咲
耶
姫
命
を
お
祀
り
し
て
い
ま
す
。

疫
病
除
け
の「
大
蛇
守
」が
授
与
さ
れ
ま
す
。

〜
文
　
月
〜

※

左
記
の
恒
例
祭
は
、時
刻
指
定
の
あ
る
も
の
を
除
き
午
前
九
時
に
執
行
さ
れ
ま

す
。ご
自
由
に
御
参
列
下
さ
い
。御
参
列
の
際
は
午
前
八
時
五
十
五
分
ま
で
に

ご
本
殿
に
お
越
し
下
さ
い
。

こ
の
は
な
の
さ
く
や
ひ
め
の
み
こ
と

８
月

１
　
月
次
祭
（
縁
日
）

　
　
例
祭
期
間

13
　
例
祭
前
日
祭
（
崇
敬
会
参
拝
式
）

14
　
例
祭
祭
典
（
午
前
十
一
時
よ
り
）

15
　
神
幸
祭
（
鳳
輦
渡
御
）

16
　
各
町
神
輿
連
合
渡
御

２５
　
末
社
・
天
満
天
神
社
例
祭

２８
　
月
次
祭
（
縁
日
）

１
　
月
次
祭
（
縁
日
）

　
　
例
祭
期
間

12
　
神
幸
祭
（
鳳
輦
渡
御
）

13
　
各
町
神
輿
連
合
渡
御

14
　
崇
敬
会
員
参
拝
（
午
前
十
一
時
よ
り
）

15
　
例
祭
祭
典
（
午
前
十
一
時
よ
り
）

２５
　
末
社
・
天
満
天
神
社
例
祭

２８
　
月
次
祭
（
縁
日
）

学
問
の
神
と
し
て
知
ら
れ
る
菅
原
道
真
命
を
お
祀
り
す
る
神
社
で
す
。

「
こ
ん
ぴ
ら
ふ
ね
ふ
ね
」
の
歌
で
も
知
ら
れ
る

「
こ
ん
ぴ
ら
様
」
は
、
大
物
主
命
を
お
祀
り
す

る
海
上
安
全
の
神
社
で
す
。

女
性
の
守
り
神
で
あ
る
粟
島
神
社
は
、
医
薬
の
神
・
少
名
彦
命
を

お
祀
り
し
て
い
ま
す
。

伊
勢
神
宮
で
神
嘗
祭（
新
穀
を
お
供
え
し
神
恩
に
感
謝
す
る
祭
典
）が

斎
行
さ
れ
る
こ
と
を
祝
う
お
祭
り
で
す
。

御
祭
神
・
事
代
主
命
は
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
え
び
す
顔
の
、

商
売
繁
昌
の
神
。
深
川
七
福
神
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

氏
子
崇
敬
者
の
祖
霊
を
慰
め
、
感
謝
を
捧
げ
る
お
祭
り
で
す
。

武
の
神
と
し
て
知
ら
れ
る
武
甕
槌
命
を
お
祀
り
し
て
い
ま
す
。

八
幡
宮
歴
代
別
当
・
神
職
の
御
霊
を
お
祀
り
す
る
神
社
で
、

春
分
・
秋
分
の
日
に
祭
典
が
行
わ
れ
ま
す
。

詳
細
は
本
誌
15
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い

〜
葉
　
月
〜

９
月

1
　
月
次
祭
（
縁
日
）

　
　
末
社
・
鹿
島
神
社
例
祭

15
　
月
次
祭
（
縁
日
）

23
　
秋
分
祭

　
末
社
・
祖
霊
社
祭

25
　
中
秋
祭
（
旧
暦
八
幡
祭
り
）

２８
　
月
次
祭
（
縁
日
）

〜
長
　
月
〜

10
月

1
　
月
次
祭
（
縁
日
）

10
　
末
社
・
金
刀
比
羅
神
社
例
祭

15
　
月
次
祭
（
縁
日
）

　
末
社
・
粟
島
神
社
例
祭

17
　
神
嘗
奉
祝
祭

20
　
末
社
・
恵
比
須
社
例
祭

28
　
月
次
祭
（
縁
日
）

〜
神
無
月
〜

★縁　日　　毎月１日・15日・28日
★フリーマーケット　毎月15日・28日
　（主催　東京市友会）
★骨董市　毎月第1・2・4・5日曜日
　（主催　楽市楽座）　28日にあたる場合は休会

※当日は駐車場が少ないため、公共交通機
　関をご利用下さい。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　　●　●　●　　●　●　●　

富士浅間神社の裏には小さな富士塚が。

ふて
ん

ま

て
ん

じ
ん

こ

か
ん

な
め

ほ
う
し
ゅ
く
さ
い

と

ひ

ら

じ
ん

じ
ゃ

じ
ゃ

じ

せ
ん

げ
ん

じ
ん

じ
ゃ

12～16　

た
け
み
か
づ
ち
の
み
こ
と

お
お
も
の
ぬ
し
の
み
こ
と

こ
と
し
ろ
ぬ
し
の
み
こ
と

す
く
な
ひ
こ
な
の
み
こ
と

中秋祭（旧暦八幡祭り）
　旧暦であった江戸時代の八幡祭りは中秋の名月に行われていました。
　そして神輿渡御や山車の繰り出す賑やかな祭りと共に放生会が行われ、魚鳥を放して生
きとし生けるものの命を尊ぶ行事が行われていました。
　こうした歴史に鑑み中秋の好季節に御神慮を慰めるべく上記の通り中秋祭を行います。
　あわせて江東区観光協会深川支部主催の深川十五夜祭りが開催され境内でも様々な催し
物を予定しております。（詳しくはホームページにてご確認ください。）

前日御神楽の儀：９月２４日午後６時
中　　秋　　祭：９月２５日午前９時
当日御神楽の儀：９月２５日午後６時
深川十五夜祭り：９月２５日から２７日
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